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3。地形および地質

　既述のように，調査地域は鳥取県東端部を除きほとん

ど同県の全域を占め，，南部は脊稜山脈を越えて岡山県北

端部を含んでマ・て，地域的には東中国山陰地方に相当し，

地質調査のまとまつた資料はきわめて少ない地域である一

が，最近地質図幅調査の進展により広い地域にわたる資

料が集まりっっある5）尋）注2）。

　後述の放射能強度測定結果の記述に際しては，便宜上

調査地域を東部，中央部，および西部に3区分したが，

ここでは全地域を一括して地形および地質の概略を記す

こどにする。

　3．1　地　形

　調査地域り南端部を全体としてはほ∫東西に走る中国

背稜山脈は，地域の中央部で北方に張り出しており，中

国地方でも背稜が目本海海岸に非常に近づいた地域とな

つている。背稜地域には所々にかなり広い範囲にわたり

平坦面の存在が観察される。調査地域の大半を占める背

稜以北の地域は，大山火山を除けば，．基盤の主体をなす

花嵩岩類が海岸に向かい漸次高度を下げるゆるやかな丘

陵性の地形が基礎となつており，この基盤を覆うより新

期の火山岩類も侵食が進み，所々にピークを作りながら

も全体として上述の基本的な地形に従順である。最新期

．の大山火山は独立した火山体を作り，周辺には広い裾野

地形を拡げている。調査地域の東端部，中央部，および西

端部をそれぞれ北流する千代川・天神川，および目野川

は，その流域特に下流域に広い沖積平野を形成している。

なお，海岸地域には，鳥取・浜坂・北条等の各地に砂丘

の発達がみられる。

　3．2地質
　調査地域を構成する地質ほ第1表に総括して示してあ

るが，各構成員について以下簡単に記述する（第1表参

照）。

　三郡変成岩類北九州から西中国，東中国にわたり分

布する三郡変成岩類のうち，本地域に存在するものは，

児体の分布からみてその東の端の部分にあたる。この地

域ではより後期の遊入岩類のルーフ，あるいはルーフペ

ンダントとして分散している。そのうちやン広い面積を

占めて分布していちのは東部地域の用瀬町から西に延び

る佐治谷地域である。千枚岩および低変成度の結晶片岩

からなり，逆入岩類の逆入による影響でホルンフエルス

化している。

　中生代火成岩類　本岩類は火山岩類と溢入岩類の二者

で構成され，－前者は後者のほとルど大部分のものよりも

生成時期が早く，後者の大半を構成する花嵩岩類の逆入

によるホルンフエルス化その他の影響を受けている。両

者の構成内容や生成順序については第2表に総括して示

してある（第2表参照）。

第2表　　中生代火成岩類総括表

第1表．　地質総括表
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注2）　文献5）および8）のほかに現在調査終了ある

　いは調査中の図幅としては，ド東から鳥取北部・鳥

　取南部・智頭・赤碕・大山・湯本・米子・根雨・上・

　石見・横田・多里の各図幅がある。

　中生代火山岩類　おもに背稜山脈を含む地帯に分布す

るが，鳥厳南部および鳥取北部図幅地域では海岸地域ま

一で帯状に延びており，また倉吉市近傍でも認められる。
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　1鮮新世火山岩類：本地域の鮮新世火山岩類ρ分布は気

高郡湖山池西部丘陵地帯に分布し，さらに気高郡鹿野町

南西鷲峰山（920．8m）山麓一帯より北方の海岸線にのび

山地に広く分布している。放射能強度は一般に450～620

cpsの値を示し低い。

　西部地域

　三郡変成岩類：岡山県真庭郡湯原町湯本温泉西北方藤

森・鳥居峠に至る付近および鳥取県目野郡根雨町付近よ

り東方宝仏山（1，002．Om）山麓一帯を含み東方にのびで

分布ーしている。両地域とも放射能強度は一般に520～β70

cpsの値を示している。
　　イラぽ

　中生代火成岩類

’火山岩類：本地域に分布する中生代火山岩類は，湯本

温泉付近で放射能強度は300～360cpsの低い値を示し，

湯本温泉北方熊居峠付近では420パ660cps，さらに湯本

温泉西北方天狗山（689．5m）付近における放射能豫度

は500～620cpsでいずれも低V・値を示している。

　第1期遊入岩類＝岡山県湯原町湯本温泉西部には辛象

斑岩が分布している．・放射能強度は500＾・700cpsの値、

を示している。

　第2期道入岩類＝本地域の第2期送入岩類に相当する

黒雲母花闇岩の分布は陽本温皐西北方，湯原町河面，杉

成に至る栗谷川流域一帯，および鳥取県目野郡江府町江

尾東方助沢付近から尾上原付近にかけ分布している。粟

谷川流域の河面・小松付近ではあまり良好な露頭は見ら

れないが700～900cpsの値を示してV・る。助沢付近の

放射寵強度は700～970cpsの値を示し・また一部分

1，100cpsの値を示す露頭部も見られる。

　第3期逆入岩類：本地域の第3期黒雲母花崩岩は目野’

郡根雨町を中心とする西部一帯，・および北部は目野郡溝

口町付近にわたり広く分布している．根雨西方矢倉峠を

巴挾み溝口町一黒坂問を南北に走る路線は・や》高い放射

能強度を示す地域である・、藷頭部もこの地域は風化作用

も著しいが1，000～1，200cpsの恒を示している・

　新第三系・

　石見層群：本堆域には・同層群の上部層が目野川流域・

法勝寺付近一帯に分布し一般に丘陵地帯を形成している。

放射能弾度は440～570cpsを示し一般に低いろ

　鮮新世火山岩類：本地域の西伯郡溝口町・鶴田付近に

一部玄武岩が分布してV・る5放射能弾度は440～570cps

・の値を示している。　　　　　　1一

　第四系
　大山火山岩類：大山を中心とし，東部は倉吉市の一部

、に及び，西部ほ目野川を西端とする山麓一帯，南部は岡

山県真庭郡川上村の一部を含み，北部ほ海岸線まで分布

している。放射能強度は一般に低V・値を示し420《・550

cpsである。

5．　測定結果に関連して

　前述の測定結果は，調査地域を三分して，各地域ごと

にその地質構成単位に従つて記述してあるが，ここでは

全地域を一括して，測定結果に関連した問題を2，3記一

してみる。

　調査地域には・旧小鴨鉱山（現倉吉鉱山歩谷鉱床）を

初め，人形峠鉱床等のように，原子燃料公社が探鉱中の

地域，あるいは含ウラ ン徴候地として地質精査中の地域

を含んでい．る。これらのウラン鉱床の賦存形式は，・（1）

中生代遊入岩類のうちのおもに第三期花陶岩類（小鴨花

嵩岩）に伴なう鉱脈型鉱床とジ（2）中生代火成岩類の

うちおもに花嵩岩類を基盤として堆積する新第三系の基

底部に賦存する堆積型鉱床の二者に大別される。現在の

ところ，この二者のいずれかに相当するウラン鉱床の存

在が確認されて探鉱実施中の地域は，ほとんどす苓て今

回の調査地域内では中央部塘域に含まれているが，その

東あるいは西に連なる地域もまた鉱床賦存の可能性とい

う点では，一般的にいえば大なり小なり中央部地域と同

様の条件下にあるわけである・

　しかし，前項に記じた測定結果を全地域を通してみる

と，前記（1）あるいは（2ンに相当する測定上の異常

地のほとんどすべては中央部地域に限られていることが

わかる。このことは，異常地に相当するものが，大局的に

は中央部地域に非常に多やということを示していると同

時に，ウラン鉱床賦存可能地域に対する自動車の運行し

うる路線の分布開発状況如何の問題も，この地域では充

『
分

に考慮のうえで測定結果を考察する必要のあることを

示している。この後者の問題について一は，前記鉱床形式

の（1）に関しては各地域ともに同様な条件下にあると

考えられるが，　（2）に関しては全地球を通じて中央部

P地域の人形峠および川上峠（東卿池東方）のみが路線上

に引つかかる地点である。ここで，人形峠は現在大規模

に開発が進んでいるこの地区の鉱床の自動車探査による

最初の発見地点として知られているわけであるが，川上

峠は今回が自動車による最初の探査に相当する。しかも，

道路の状況が悪く確実な測定ができなかづたが，異常地

点として挙げられる測定結果を記録している。これは，

この地点の西方の松崎地区で探鉱中の堆積型鉱床がこの

峠地区まで連続している可能性を示していることと・さ

らに北方への延長も暗示しているとも考えられよう。

　なお，　（1〉に関連して読み取られる結果としては，

花商岩類のうちでも第3期花崩岩類が他期のものよりも　’
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全体的に放射能強度が高いこと，また第3期花闇岩類の

中でも，旧小鴨鉱山を含む犬狭峠一松崎の北東一南西の

地帯に異常地溶多いこと，’および第孝期花歯岩類では晩

期の逆入と考えられる主として智頭図幅内に分布する黒

雲母花闇岩中に異常地が多いこと等が挙げられる。

　　　　　　　　　　　（昭和34年8月～9月調査）
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